
24. 乾式汚染法による布の汚染性・洗浄性について

広島女子短大　　 水野上与志子

お茶の水女 子大　　 矢 部　章 彦

1.　汚れ の付着機構・洗 浄機構 を明 らかにする研究の

一部とし て，乾式汚染法 による汚染性 と洗浄法 をし らべ

CCU 浴 による湿式 汚染 法の結果 と比較検討し た。

2.　a ）汚れの種類　カ ーボンブラ 。ク（ 玉川圧縮 Ｃ

級）を，標準綿布に乾式汚染し，綿布 に予 め油性汚れ と

し て，ラウ リルアルコール（LA ）,牛脂（ＢＴ）,流動 パラ

フ ィン（ＬＰ）を吸着せし めた。

ｂ）汚れ と付着前 の布 の状態水, CHsOH,  ecu をそ れ

ぞれ吸着させ た後，汚染（ 油性 汚染次いでCB 汚染） を

行い，表面反射率の変化 を測定し た。

3.　布の表面状態（ 吸着物質の差異）,汚れ成分，汚染

法，洗浄条件等によ り汚 染性・洗浄性は著しく変化し，

統一的 な因果関係 を求 めるこ とは現状 では困 難 で あ る

が，ここでは上記条件における乾式汚染布について の結

果 を総括して述べる。

a ）汚染性はecu を吸着し た布の方がCHsOH を吸

着した布よ り暗くなる。油脂吸着による汚染性は何 れも

油脂を吸着し た方 が暗 くなり， 油脂 別では ＬＰ 吸着 が最

も暗くなり,  BT,LA の順に明かるく なる。

ｂ）洗浄 匪は，油性汚れ とCB 共存の方がCB 単独 の場

合より落ち易く。 油性汚れの種類別では,   LA と共 存す

る場合が最も洗浄効率高く，次いでＢＴ,ＬＰ の順 に低 く

なる。


